
令
和
四
年

如
月

Ｎ Ｏ １ ５ ５

～
茶
事
と
は
心
の
世
界
の
写
し
事
～

今
年
の
二
月
の
茶
事
は
例
年
同
様
、
暁
の
茶
事
に
て
、

茶
飯
釜
の
趣
向
を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。

京
都
三
日
、
東
金
三
日
の
予
程
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

キ
ャ
ン
セ
ル
も
多
く
、
ま
ま
な
ら
な
い
開
催
に
ご
ざ
い
ま

し
た
。

京
都
に
て
は
、
席
中
五
名
、
水
屋
方
三
名
、
台
所
方
三

名
と
い
う
理
想
的
と
も
云
え
る
配
分
で
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
深
夜
二
時
頃
か
ら
の
身
支
度
を
調
え
、
外
露
地
、
腰

掛
待
合
の
足
許
火
鉢
、
外
行
灯
の
設
置
、
蹲
踞
廻
り
の
念

入
り
な
点
検
等
々
、
出
来
る
用
意
を
外
か
ら
…
と
、
戸
を

開
け
外
に
出
て
み
れ
ば
、
夜
半
よ
り
の
雪
う
っ
す
ら
と
薄

化
粧
、
神
様
か
ら
の
馳
走
を
そ
の
ま
ま
に
、
ま
ず
は
愛
で

る
こ
と
に
、
深
夜
の
雪
の
白
さ
は
鈍
い
青
さ
を
も
た
た
え

た
明
る
さ
に
ご
ざ
い
ま
す
。

危
な
げ
な
き
所
に
湯
桶
を
そ
っ
と
置
い
て
の
お
迎
え
で

す
。
宵
の
口
よ
り
火
入
れ
、
手
焙
り
と
灰
を
温
め
て
お
く

こ
と
も
隠
れ
た
勝
負
手
間
に
ご
ざ
い
ま
す

外
を
終
え
、
茶
室
、
寄
付
共
に
充
分
に
湯
気
で
部
屋
を

温
め
、
さ
れ
ど
寄
付
で
の
汲
み
出
し
の
た
め
の
湯
は
目
減

り
な
き
よ
う
、
差
し
添
え
差
し
添
え
茶
席
の
前
茶
も
し
か

り
火

相

、
湯

相

の
調
え
、
み
ん
な
で
心
を
一
つ
に
し
て

ひ
あ
い

ゆ
あ
い

の
働
き
に
ご
ざ
い
ま
す
。
…
と
云
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

初
日
は
前
茶
の
湯
相
間
に
合
わ
ず
、
席
中
に
て
最
初
の
躓

き
は
す
べ
て
に
響
き
、
蝋
燭
の
な
か
で
の
湯
気
の
ゆ
ら
め

き
も
な
く
、
し
ば
し
歓
談
の
内
に
沸
く
音
を
待
ち
ま
す
。

台
所
方
の
準
備
を
思
う
と
余
り
長
く
引
き
ず
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
が
、
亭
主
の
役
目
、
お
客
様
に
心
か
ら
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
心
を
く
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
台

所
方
、
水
屋
方
を
も
満
足
度
高
く
、
茶
事
を
無
事
終
え
る

こ
と
が
次
に
継
げ
て
い
く
た
め
の
大
切
な
こ
と
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

拙
庵
で
の
暁
は
、
茶
飯
釜
で
お
か
ゆ
と
篤
向
、
蕗
の
と

う
と
豆
腐
の
味
噌
汁
、
そ
し
て
、
牡
丹
鍋
。
全
て
席
中
で

亭
主
が
持
て
成
す
ス
タ
イ
ル
、
献
立
も
こ
こ
二
十
年
同
じ

に
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
火
相
・
湯
相
申
し
分
な
く
調

う
こ
と
未
だ
至
ら
ず
憂
い
深
き
茶
事
に
ご
ざ
い
ま
す
。

楽
し
み
ご
と
、
も
て
な
し
ご
と
ゆ
え
に
悩
ま
ず
や
り
続

け
て
お
り
ま
す
が
、
時
を
申
し
分
な
き
馳
走
に
で
き
ま
す

の
は
い
つ
の
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
？
残
生
を
お
も

ん
ば
か
っ
て
の
憂
い
に
ご
ざ
い
ま
す
。

茶
事
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
心
を
尽
く
し
き

る
。
料
理
の
素
材
の
一
つ
一
つ
を
慈
し
み
、
旨
い
出
汁
を

と
り
、
塩
や
ほ
ん
の
少
し
の
醤
油
、
味
噌
、
酢
が
あ
れ
ば
、

旬
の
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
シ
ン
プ
ル
で
余
分
の
な
い
正

直
な
世
界
、
炭
の
火
加
減
一
つ
に
も
適
切
な
心
が
け
を
し

な
け
れ
ば
見
事
に
し
っ
ぺ
返
し
さ
れ
ま
す
。

時
重
ね
心
重
ね
の
三
時
間
ま
た
は
四
時
間
、
仕
上
げ
の

な
い
茶
の
湯
世
界
、
嘆
く

暇

さ
へ
も
惜
し
く
只
々
場
数

い
と
ま

の
恵
み
に
感
謝
す
る
の
み
に
ご
ざ
い
ま
す
。

と
に
も
か
く
に
も
、
茶
事
で
の
大
切
な
こ
と
は
お
客
に

心
か
ら
く
つ
ろ
い
で
楽
し
ん
で
頂
く
と
い
う
心
映
え
と
智

恵
を
重
ね
る
こ
と
以
外
に
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

亭
主
の
す
べ
て
の
粗
末
さ
が
露
呈
さ
れ
る
世
界
、
我
が

身
の
拙
さ
を
優
し
さ
に
替
え
る
も
、
懐
石
も
持
ち
合
わ
せ

乏
し
き
道
具
合
わ
せ
を
も
、
す
べ
て
の
技
量
が
瞬
時
に
さ

ら
さ
れ
る
潔
さ
は
、
何
と
ゆ
う
豊
か
な
世
界
で
あ
ろ
う
か



と
…
。
そ
こ
に
は
学
び
を
共
に
す
る
集
い
く
る
お
人
の
無

限
の
可
能
性
を
も
予
感
し
ま
す
。
や
り
続
け
て
い
く
こ
と

で
文
化
は
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
、
ひ
た
す
ら
に
信
じ
、

今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
若
い
方
々
に
は
柔
ら
か
い
発

想
と
自
己
修
練
の
背
伸
び
を
必
要
と
し
な
が
ら
も
身
の
丈

に
合
っ
た
楽
し
い
茶
事
を
そ
っ
と
後
押
し
で
き
れ
ば
…
と

シ
ン
プ
ル
に
て
単
純
な
る
が
ゆ
え
に
深
さ
を
掬
い
と
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
。

亭
主
の
技
量
粗
末
な
る
を
嘆
か
ず
、
諦
め
ず
、
ど
こ
ま

で
も
実
践
す
る
の
み
に
ご
ざ
い
ま
す
。

「
茶
事
は
一
時
の
潔
さ
に
生
命
が
あ
り
、
瞬
時
の
感
興

は
説
明
・
弁
解
を
超
え
る
も
の
と
し
て
無
言
に
匹
敵
す

る
」
こ
の
言
葉
は
ど
の
本
か
ら
抜
粋
し
た
か
忘
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
心
か
ら
の
人
間
力
の
発
揮
処
で
あ
る
茶
事

と
い
う
も
の
を
端
的
に
言
い
得
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ゆ
え
に
「
茶
事
」
を
実
践
し
、
続
け
て
い
な
い
と
こ

の
世
界
、
落
と
し
穴
だ
ら
け
の
よ
う
な
気
が
す
る
の
も
貧

乏
性
の
な
せ
る
と
こ
ろ
か
と
…
。

令
和
四
年
如
月

コ
ロ
ナ
禍
で
の
暁
雑
感

自
蹊
庵
亭
主

七
十
八
媼

半
澤

鶴
子

各

種

教

室

京
都
教
室

三
月
（
弥
生
）

八
瀬
の
ま
な
び
や

三
月
三
日
（
木
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
収
録

弥
生

旬
の
一
汁
三
菜

八
瀬
自
蹊
庵

茶
事
準
備

三
月
四
日
（
金
）
午
前
九
時
～
午
後
四
時

雛
の
節
句
茶
事
（
弥
生
）
席
入
午
前
十
一
時
半

三
月
五
日
（
土
）
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半

三
月
六
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半

貴
素
の
会
（
雛
の
点
心
）

三
月
七
日
（
月
）
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時
半

三
月
八
日
（
火
）
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時
半

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

三
月
九
日(

水)

講
義

午
前
九
時
半
～
午
前
十
一
時
半

再
現
料
理

午
前
十
一
時
半
～
午
後
二
時

夜

午
後
七
時
～
午
後
九
時

食
事
付
き
は
午
後
六
時
半
～

茶
の
湯
自
由
稽
古

三
月
十
日
（
木
）
午
前
十
時
～
午
後
三
時

四
月
（
卯
月
）

大
徳
寺
瑞
峯
院

茶
事
準
備
、
調
理
実
習

四
月
二
日(

土)

茶
事
準
備

午
前
九
時
～
正
午
（
瑞
峯
院
）

調
理
実
習

午
後
（
八
瀬
の
ま
な
び
や
）

卯
月
の
茶
事

瑞
峯
院
餘
慶
庵
に
て

席
入
午
前
十
一
時
半

四
月
三
日
（
日
）
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時
半

四
月
四
日
（
月
）
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時
半

四
月
五
日
（
火
）
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時
半

八
瀬
に
て

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

四
月
六
日
（
水
）

講
義

午
前
九
時
半
～
午
前
十
一
時
半

再
現
料
理

午
前
十
一
時
半
～
午
後
二
時

夜

午
後
七
時
～
午
後
九
時

食
事
付
き
は
午
後
六
時
半
～



茶
の
湯
自
由
稽
古
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
講
座
収
録

四
月
七
日
（
木
）

茶
の
湯
自
由
稽
古午

前
十
時
～
午
後
三
時

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
収
録

卯
月

旬
の
一
汁
三
菜

午
後
四
時
半
～
午
後
五
時
半

東
金
教
室

弥
生
の
正
午
茶
事

三
月
十
二
日(

土)

茶
事
準
備

雛
の
茶
事

席
入
正
午

三
月
十
三
日(

日)

三
月
十
四
日(

月)

三
月
十
五
日(

火)

卯
月
の
正
午
茶
事

四
月
九
日(

土)

茶
事
準
備

観
櫻
茶
事

席
入
正
午

四
月
十
日(

日)

四
月
十
一
日(

月)

四
月
十
二
日(

火)

各
種
講
座
・
教
室

目
黒
・
羅
漢
寺

三
月
十
九
日
（
第
三
土
曜
）

四
月
十
六
日
（
第
三
土
曜
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

担
当
者

漆
原
か
ず
み
様

０
９
０
（
４
８
２
１
）
４
８
１
０

柏
教
室
（
柏
の
葉
公
園
内
会
議
室
）

三
月
十
六
日(

第
三
水
曜)

四
月
二
十
日
（
第
三
水
曜
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
・
菓
子
・
抹
茶
一
服
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
講
義
の
み
）

担
当
者

高
橋
れ
い
子
様

０
９
０
（
６
１
７
５
）
１
２
２
８

湯
河
原
教
室

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

初

日
・
旬
の
食
材
を
楽
し
む
会

二
日
目
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

会
費

五
千
円
（
一
日
の
み
）

八
千
円
（
二
日
間
）

※
都
合
に
よ
り
三
月
二
十
日
は
お
休
み
と
し
ま

す
の
で
、
三
月
は
左
記
の
日
程
で
す
。

三
月
二
十
一
日(

第
三
月
曜
と
そ
の
続
き)

三
月
二
十
二
日
（
第
三
火
曜
）

四
月
十
七
日(

第
三
日
曜
と
そ
の
続
き)

四
月
十
八
日
（
第
三
月
曜
）

担
当
者

服
部
宏
子
様

０
９
０
（
６
１
７
３
）
０
２
４
３

○
△
□
の
喫
茶
店

午
後
三
時
～
午
後
五
時

三
月
二
十
六
日
（
第
四
土
曜
）
午
後
三
時
よ
り

四
月
二
十
三
日
（
第
四
土
曜
）
午
後
三
時
よ
り

会
費
：
五
千
円

(

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
セ
ッ
ト
付)

担
当
者

塩
浦
卓
介
様

０
８
０
（
１
１
０
７
）
３
４
２
８



栃
木
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

午
前
十
時
か
ら
正
午

講
義

正
午
か
ら
午
後
一
時

再
現
料
理
・
一
服

二
月
十
七
日(
第
三
木
曜)

三
月
十
七
日
（
第
三
木
曜
）

会
費

五
千
円
（
昼
食
代
別
料
金
）

担
当
者

青
村
裕
子
様

０
９
０
（
９
８
０
７
）
３
４
０
２

鎌
倉
教
室
・
鎌
倉
彫
会
館
（
第
四
日
曜
日
）

午
後
一
時
～
午
後
三
時

講
座

※
三
月
の
み
第
三
日
曜
に
変
更
で
す

三
月
二
十
日(

第
三
日
曜)

四
月
二
十
四
日
（
第
四
日
曜
）

会
費
：
三
千
円

担
当
者

角
田
宗
弘
様

０
９
０
（
６
３
４
９
）
７
６
９
５

市
川
・
長
松
寺

午
前
十
時
～
正
午

講
座
・
再
現
料
理

三
月
二
十
三
日
（
第
四
水
曜
）

四
月
二
十
七
日
（
第
四
水
曜
）

会
費
：
五
千
円

(

講
座
の
み
：
三
千
円)

担
当
者

青
野
か
お
り
様

０
９
０
（
１
４
３
６
）
１
６
８
４

千
葉
教
室
・
秀
明
茶
室
（
第
四
水
曜
日
）

午
後
三
時
～

講
座
の
み

会
費
：
三
千
円

担
当
者

道
前
一
剛
様

０
７
０
（
４
４
５
２
）
４
７
８
１

四
月
二
十
七
日(

第
四
水
曜･

市
川
教
室
の
午
後
）

※
四
月
か
ら
の
開
講
と
な
り
ま
し
た
。


